
 

 

（一社）高山市文化協会  

役員作品展 
 

令和 4年 1月 29日(土)～30日(日) 10:00～17:00 

於高山市民文化会館 3階講堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催 一般社団法人 高山市文化協会 

 高山市文化協会は、芸術・学術をはじめ文化の普及・向上に関する事業を実施し、地

域の文化振興と文化の発展に寄与することを目的としています。 

 趣旨に賛同いただき、ぜひご入会下さい。 

【事業の内容】 

① 飛騨文芸祭の主催   ② 伝統芸能及び現代芸能の発表会の開催 

③ 文化講演会及び各分野における展示会の開催 ④ 文化先人及び文化功労者の顕彰 

⑤ 機関紙その他文献の刊行   ⑥ 文芸資料の調査・蒐集と展示 

⑦ 地域の代表的美術作品の保存及び展示 ⑧ 高山市の文化事業の受託 

⑨ 公の文化施設の維持管理及び運営  ⑩ 各種文化行事に対する後援 

⑪ その他目的を達成するために必要な事業  ※協会事業への参加義務などは一切ございません 

【年会費】 

個人会員：4,000 円  団体会員：7,000 円  賛助会員(企業)：12,000 円 

 

 なお文化協会会員は、高山メセナメイトと同様の特典が得られます。（個人会員は 2

名分、団体会員は 4 名分、賛助会員は 5 名分） 

 また、団体会員及び賛助会員の行う催しは、広報「高山の文化」にてご紹介させてい

ただきます。 



№ 出品者 種別

1 小瀬　勝亮 写真 横丁

2 写真 きずな

3 丸山　永二 写真 銀嶺屹立 厳冬の八ヶ岳にて

4 写真 西域の少年 中国・トルファンにて

5 写真 市場へ向かう 中国・カシュガルにて

6 直井　隆義 写真 春の目覚め

7 写真 春爛漫

8 写真 虹の丘

9 写真 里の秋

10 写真 冬の里山

11 青井　眞治 写真 那智の滝

12 書 生きること 先人の格言集より

13 北平　真由美 日本画 アンダルシアの恵み

14 日本画 風と囁きの隙間

15 日本画 サンポール村の空の下

16 澤田　勇 洋画 晩夏 高根、留ノ原

17 洋画 黒い御嶽 長野県、開田

18 洋画 高原の道 朝日、鈴蘭高原

19 下畑　華照 書 国木田独歩『武蔵野』部分

20 大門　孝藏 木版画 動く陽明門 壱 八幡祭　人馬台

21 木版画 動く陽明門 貮 八幡祭　鳳凰台と人馬台

22 木版画 春を待つ果樹園 高山市越後町

23 松井　修 染色 染布 山村風景 生地　上田紬

24 小林　伸子 短歌 鴨南蛮 大下宣子さんを偲んで、樋田玲子書

25 短歌 遺志つぎて… 大下宣子さんを偲んで、樋田玲子書

26 短歌 節分まで… 大下宣子さんを偲んで、樋田玲子書

27 西　春彦 短歌 槍ヶ岳 令和3年度お月見歌会一席

28 短歌 夜桜 読売歌壇一席

29 短歌 大祭のうた 飛騨一宮水無神社式年大祭献詠知歌

30 西川　潤歳 ビデオ 清元 女車引 平成29年 東京国立劇場大劇場開催の「西川

会」にて

31 ビデオ 長唄 女伊達 平成22年 文化会館大ホール開催の「高山日本

舞踊協会公演」にて

32 三喜　凰千佳 舞踊小物 舞台で使用する小物 衣装、槍、刀、櫓、盃、鼓 他

33 元田　木山 彫刻 春の兆し

34 今井　美保 ビデオ ジゼル第2幕 今井クラシックバレエスクール　第8回発表会

2019年8月25日 文化会館・大ホールにて
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35 和仁　智美 ビデオ 岩畠玲子和装学院創立50周年記念発

表会「装いの心」

平成29年7月2日 文化会館・小ホール

36 徳山　藤規泉 ビデオ 高山文化フォーラム2019 テーマ

「光」

令和元年6月2日 文化会館・大ホールにて

37 澤木　正子 俳句 新年会… 悼　小鳥幸男先生

38 俳句 吟行の… 悼　小鳥幸男先生

39 俳句 かりがねや…

40 安藤　桂 俳句 短冊五句 風の盆男踊りのうしろ闇

渡海の０番札所蝉しぐれ

炎天へ架けたる梯子攀づる哉

継母も継子も嶽そ神の留守

爽涼や青磁の壺は耳を持ち

41 俳句 短冊五句 初時雨魔女の一撃背を割る

ぐい呑みの焼はぜ撫づる初秋刀魚

高度三万日付を股ぎビール酌む

水槽のトマト轉生浮ひけり

運否天賦青唐辛子咽に沁む

42 俳句 色紙二句 乙女等の赤き足爪敗戦日

？？？？？

43 俳句 色紙二句 嘘幾つ唇に微光の蛇苺

ふところに都をどりの皿一枚

44 俳句 色紙二句 青信号真横に渡る昼の蝶

春惜しむ空のけんらん孔雀啼き

45 小鳥　幸男 書籍 第1句集『雪』 昭和56年

46 書籍 第2句集『トロイの城』 平成2年

47 書籍 第3句集『死語と寝て』 平成8年

48 書籍 第4句集『天骨』 平成15年

49 書籍 第5句集『夕薄暑』 平成18年

50 書籍 第6句集『春星』 平成24年

51 書籍 第7句集『飛騨ならし』 平成30年

52 書籍 伝承空間飛騨高山 2002年

53 書籍 飛騨百景 昭和58年

54 書籍 余生余滴 平成21年

55 書籍 鶏闘楽 平成25年、全3巻

56 色紙 牡丹いま開かむとして抱き合へり 『飛騨ならし』掲載

57 色紙 佛足石に双魚の住まふ梅雨晴間 『死語と寝て』掲載

58 色紙 雀蛤となる小切手の二本線 『トロイの城』掲載

59 色紙 下品下生町を繞ぐりて雪の山 『トロイの城』掲載

60 色紙 夕闇に消えし案山子と酌みてをり 『春星』掲載
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61 色紙 かはたれの声討ちて雪見参す 『死語と寝て』掲載

62 色紙 立ち上がるすべてが桜月の城 『死語と寝て』掲載

63 色紙 黙契の初雪と見て飛騨に往む 『トロイの城』掲載

64 色紙 雪婆人に倚りては崩れけり 『死語と寝て』掲載

65 色紙 水澄むや飛騨八方に峠持ち 『天骨』掲載

66 色紙 雪の夜を死語と寝ている俳諧師 『死語と寝て』掲載

67 短冊 春星につながらむとて岬に立つ 『春星』掲載

68 短冊 死の時の心算は妻に彼岸花 『春星』掲載

69 短冊 海の色に暮るる遠つ嶺春惜しむ 『飛騨ならし』掲載

70 印 篆刻印各種

71 額 圓かにも人語のもるる花月夜

72 額 深雪晴人間万事本来空

73 額 梅の花皿に浮して弥生尽

74 額 新雪に三歩の趾の生きてあり 『夕薄暑』掲載

75 額 誰も居らず刈田彼誰時廣し

76 額 葉月三日水の都に生を享く 『春星』掲載

77 額 野放途に影を育てて山萌(めぐ)む 『飛騨ならし』掲載

78 額 脳天に鍼人の日の暮れにけり 『飛騨ならし』掲載

79 額 満作や尾を分けて水光り初む 2019年2月 飛騨俳句会

80 額 大凍や天眼鏡に星の本

81 額 高が東京然れど高きに登り見る 『天骨』掲載

82 写真 遊牧民 インドにて

83 写真 象の砦 インドにて

84 写真 ラクダ市 インドにて

85 写真 街角 インドにて

86 写真 商人たち インドにて

87 写真 祭の日 高山にて

88 写真 大漁

89 写真 法事の日 高山にて

90 写真 伝統の再生 飛騨の里

91 堀　祥岳 歴史 『ブラ高山』探索資料


